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【手続補正書】
【提出日】令和3年4月28日(2021.4.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発話認識を使用してユーティリティを制御する方法であって、
　ユーザによって発話され、少なくとも１つのマイクロフォンによって捕捉される、発話
コマンドを受信するステップと、
　前記発話コマンド内の一連の発話要素のそれぞれにおける前記ユーザの意図を、自動的
に認識及び実施するために、前記発話コマンドを処理するステップであって、前記発話要
素が、最初から最後までの時間的な順序を有し、前記発話要素のうちの少なくとも１つが
、前記ユーティリティを制御するという前記ユーザの意図を示し、前記発話要素のうちの
更なる１つ以上が、それぞれ、前記ユーザによって意図されている前記制御の対応のパラ
メータを指定している、ステップと、
　前記発話コマンド内の第１の前記発話要素の発話の後であるが、前記発話コマンドの最
後の前記発話要素を実施する前に、前記発話コマンドの前記処理に関するフィードバック
を前記ユーザに供給するために、照明システムの１つ以上の照明器具によって放射される
照明を制御するステップと、を含み、
　前記フィードバックが、前記発話要素のうちの１つ以上の個々の効果のプレビューを供
給することを含む、方法。
【請求項２】
　前記ユーザの位置を自動的に決定するステップと、前記位置に基づいて、前記ユーザの
検出された前記位置から視認可能な１つ以上の照明器具を自動的に識別するステップと、
前記ユーザの前記検出された位置に基づいて識別された前記照明器具の中から、前記フィ
ードバックを供給するための前記１つ以上の照明器具を自動的に選択するステップと、
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ユーザの前記位置の検出が、少なくとも、前記ユーザが位置している部屋を検出す
ることを含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ユーティリティが、前記フィードバックが供給される照明器具以外の、前記照明シ
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ステムの１つ以上の他の照明器具によって放射される照明を含む、請求項３に記載の方法
。
【請求項５】
　前記ユーティリティが、前記フィードバックが供給されるものと同じ１つ以上の照明器
具のうちの、少なくとも１つによって放射される照明を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記フィードバックが、前記最後の発話要素が成功裏に認識されており、実施されるた
めに実行されているプロセスにある場合に、確認応答することを少なくとも含む、請求項
１乃至５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記フィードバックの少なくとも一部が、前記発話コマンドの前記最後の発話要素の発
話の前に供給される、請求項１乃至６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記フィードバックが、前記発話コマンドの前記第１の発話要素が認識されていること
を確認応答することを少なくとも含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記フィードバックが、前記発話コマンドの前記発話要素のうちの１つを認識する際に
エラーが存在したという指標を、少なくとも含むことにより、前記ユーザに、前記発話要
素のうちの前記１つを再発話するように促す、請求項７又は８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記照明システムのいずれの照明器具が、前記フィードバックをレンダリングすること
が可能であるかに基づいて、前記フィードバックを供給するための前記１つ以上の照明器
具を自動的に選択するステップを含む、請求項１乃至９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　コンピュータ可読ストレージ上に具現化されているコードであって、制御システムの１
つ以上の処理ユニット上で実行されると、請求項１乃至１０のいずれか一項に記載の動作
を実行するよう構成されるコードを含む、コンピュータプログラム。
【請求項１２】
　１つ以上のメモリユニットを含むメモリであって、コードを記憶しているメモリと、
　前記メモリからの前記コードを実行するよう構成される、１つ以上の処理ユニットであ
って、前記コードが、前記１つ以上の処理ユニット上で実行されると、請求項１乃至１０
のいずれか一項に記載の動作を実行するよう構成される、１つ以上の処理ユニットと、
　を備える、制御システム。
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